
夢の舞台を目指して。「第2回どまん中カップ」 
“第2回どまん中カップ”（主催：袋井西フットボールクラブ、共催：袋井スポーツ協会）が7月1日、2
日に原野谷川親水公園で開催され、県内外の12チームが参加しました。ボールを追う子供達の真
剣なまなざしは、当日ドイツで行われたＷ杯準々決勝での各国代表選手と同じ輝きを感じさせました。 
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平
成
18
年
６
月
定
例
会
は
、
６
月
６
日
か
ら
22
日
ま
で
の
17
日
間
の
会
期
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
ま
ち
を
美
し
く
す
る
条
例
の
制

定
、
総
合
計
画
の
基
本
構
想
を
定
め
る
こ
と
な
ど
10
議
案
と
議
員
提
出
の
４
議
案
、１

件
の
報
告
が
上
程
さ
れ
、採
決
の
結
果
、い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

ま
た
、市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
は
、13
人
の
議
員
が
市
長
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

ま
ち
を
美
し
く
す
る
条
例
制
定
を
可
決 
ま
ち
を
美
し
く
す
る

ま
ち
を
美
し
く
す
る

6
月

定

例

会

多くの市民が参加した第17回浅羽海岸クリーン作戦

■
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

ま
ち
を
美
し
く
す
る
条
例
の
制
定

本
市
の
良
好
な
環
境
を
保
全
し
、
将

来
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、

市
、
市
民
及
び
事
業
者
の
責
務
を
明
ら

か
に
す
る
と
と
も
に
、
環
境
施
策
を
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
て
市
民
の

健
康
で
文
化
的
な
生
活
の
確
保
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
制
定
を
す
る
も
の

で
す
。

施
行
期
日
は
、
条
例
の
周
知
期
間
を

要
す
る
こ
と
か
ら
、
本
年
９
月
１
日
と

な
り
ま
す
。

【
市
の
責
務
】
…
第
４
条
要
約

自
ら
の
事
業
活
動
に
伴
う
環
境
へ
の

負
荷
の
低
減
に
率
先
し
て
努
め
る
と
と

も
に
、良
好
な
環
境
の
保
全
及
び
創
造
の

た
め
に
必
要
な
施
策
を
総
合
的
に
実
施

す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
市
民
の
責
務
】
…
第
５
条
要
約

環
境
に
関
す
る
意
識
を
高
め
、
日
常

生
活
に
伴
う
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
に

努
め
る
と
と
も
に
、
市
が
実
施
す
る
環

境
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
良
好
な
環
境
の

保
全
及
び
創
造
の
た
め
、
地
域
に
お
い

て
協
力
し
合
い
、
環
境
保
全
活
動
に
努

め
る
も
の
と
す
る
。

【
事
業
者
の
責
務
】
…
第
６
条
要
約

事
業
活
動
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、

環
境
を
破
壊
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
自

ら
の
責
任
と
負
担
に
お
い
て
必
要
な
措

置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
環
境
へ
の
負

荷
の
低
減
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
事
業
活
動
に
お
い
て
自
ら
環

境
の
保
全
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
が

実
施
す
る
環
境
施
策
に
協
力
す
る
よ
う

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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■
総
合
計
画
の
基
本
構
想
に
つ
い
て

こ
の
基
本
構
想
は
、
市
民
・
地
域
・
行
政
が
協
働
で
取
り
組
む
ま
ち
づ
く
り

の
指
針
と
し
て
、
新
市
に
な
っ
て
初
め
て
定
め
る
も
の
で
す
。

平
成
27
年
度
を
目
標
年
次
と
し
た
今
後
10
年
間
に
わ
た
る
長
期
構
想
と
な
り

ま
す
。

基
本
構
想
に
掲
げ
る
「
ま
ち
の
将
来
像
」
や
「
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標
」

を
実
現
す
る
た
め
、
具
体
的
な
方
針
と
な
る
“
基
本
計
画
”（
前
期
分
　
平
成

18
〜
22
年
度
の
５
年
計
画
）
が
策
定
さ
れ
、
９
月
定
例
会
で
報
告
さ
れ
ま
す
。

◆
基
本
構
想
を
定
め
る
目
的

旧
市
町
の
歴
史
や
文
化
、
こ
れ
ま
で
の
発
展
の
成
果
を
継
承
す
る
と
と

も
に
、
心
身
と
も
に
健
康
な
市
民
が
、
高
い
こ
こ
ろ
ざ
し
を
持
ち
、
未
来

に
向
か
っ
て
挑
戦
し
つ
づ
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
市
民

の
安
心
・
安
全
・
快
適
の
確
保
は
も
と
よ
り
、
み
ん
な
が
と
も
に
力
を
発

揮
で
き
る
よ
う
、
市
民
に
わ
か
り
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
を
定
め
る

も
の
で
す
。

「
人
も
自
然
も
美
し
く
　
活
力
あ
ふ
れ
る

日
本
一
健
康
文
化
都
市
」

Ⅰ
「
み
ん
な
が
健
康
で
　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

住
み
よ
い
ま
ち
」

Ⅱ
「
未
来
を
拓
く
心
ゆ
た
か
な
人
と

活
力
あ
る
産
業
が
支
え
る
　
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
」

Ⅲ
「
と
も
に
支
え
合
い
　
力
を
合
わ
せ
て

地
域
の
発
展
に
つ
く
す
ま
ち
」

市
民
病
院
の
今
後
の
あ
り
方
等
に

関
す
る
調
査
・
研
究
を
行
う
た
め
、

新
た
に
「
袋
井
市
民
病
院
問
題
特
別

委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
れ
に
伴
い
、
既
存
の
「
企
業
立
地

対
策
」「
袋
井
駅
南
地
区
ま
ち
づ
く

り
」
２
特
別
委
員
会
に
つ
い
て
は
、

委
員
構
成
を
見
直
し
、
再
編
成
し
ま

し
た
。

佐
藤
　
省
二
　
　
　

浅
田
　
二
郎
　
　
　
伊
豫
田
貞
雄
　
　
　
寺
井
　
雄
二

永
田
　
勝
美
　
　
　
　
竹
原
　
和
義
　
　
　
戸
塚
　
文
彦
　
　
　
鈴
木
　
妙
子

山
本
　
貴
史
　
　
　
　
大
庭
　
通
嘉
　
　
　
　
　

…
委
員
長
　

…
副
委
員
長

藤
城
　
一
英
　
　
　

村
松
　
　
尚
　
　
　
秋
田
　
　
稔
　
　
　
杉
井
　
征
夫

兼
子
　
春
治
　
　
　
　
田
中
　
克
周
　
　
　
高
橋
　
美
博
　
　
　
大
場
　
正
昭

…
委
員
長
　

…
副
委
員
長

芝
田

二
　

木
　
清
隆
　
　
　
久
野
　
松
義
　
　
　
広
岡
　
宥
樹

戸
塚
　
　
和
　
　
　
　
寺
井
紗
知
子
　
　
　
廣
岡
　
英
一
　
　
　
久
保
田
龍
平

…
委
員
長
　

…
副
委
員
長

■
特
別
委
員
会
の

■
設
置
等
に
つ
い
て

ま
ち
の
将
来
像

（
新
設
）
袋
井
市
民
病
院
問
題
特
別
委
員
会
（
10
人
）

（
再
編
）
企
業
立
地
対
策
特
別
委
員
会
（
８
人
）

（
再
編
）
袋
井
駅
南
地
区
ま
ち
づ
く
り
特
別
委
員
会
（
８
人
）

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標

市民病院



人
口
減
少
社
会
の
メ
リ
ッ
ト

問
　

少
人
数
学
級
を
可
能
に
し
、

女
性
や
高
齢
者
の
就
業
機
会
が

拡
大
す
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
を

総
合
計
画
に
ど
う
反
映
さ
せ
て

い
く
の
か
。

答

人
口
減
少
社
会
の
到
来
も
視

野
に
入
れ
、
女
性
が
働
き
や
す

い
環
境
づ
く
り
の
推
進
、
高
齢

者
が
地
域
社
会
の
中
で
経
験
、

技
能
等
を
生
か
す
場
の
確
保
と

社
会
参
加
の
促
進
を
総
合
計
画

に
反
映
さ
せ
た
い
。

少
子
化
は
女
性
の
就
業
形
態

が
原
因
で
は

問
　

出
産
を
機
に
離
職
し
た
人
は

約
半
数
に
の
ぼ
る
。
支
援
策
を

望
む
。

答

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

に
基
づ
き
、
支
援
の
充
実
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
今
後
は
、
保

護
者
の
病
気
時
な
ど
に
一
週
間

程
度
児
童
を
預
か
る
子
育
て
短

期
支
援
事
業
、
一
時
保
育
を
実

施
す
る
保
育
所
の
整
備
な
ど
も

進
め
て
い
き
た
い
。

空
き
住
宅
の
活
用

問
　

街
の
に
ぎ
わ
い
、
治
安
を
保

つ
た
め
に
、
空
き
家
を
放
置
し

て
は
な
ら
な
い
。
や
が
て
地
域

全
体
が
衰
退
す
る
。
活
用
を
望

む
。

答

貴
重
な
御
意
見
と
し
て
、
今

後
の
行
政
課
題
と
さ
せ
て
い
た

だ
く
。
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防
災
に
つ
い
て

問
　

「
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ
―
０
」
推

進
事
業
は
啓
蒙
活
動
だ
け
で
は

進
ま
な
い
。
職
員
の
ロ
ー
ラ
ー

作
戦
で
推
進
に
回
っ
て
は
。

答

こ
の
事
業
の
中
心
で
あ
る
耐

震
補
強
工
事
を
促
進
す
る
上
で
、

一
つ
の
方
法
で
あ
る
と
受
け
と

め
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

災
害
弱
者
に
つ
い
て

問
　

災
害
弱
者
の
安
全
を
守
る
た

め
、
防
災
関
係
者
と
福
祉
関
係

者
の
情
報
交
換
と
連
携
、
福
祉

避
難
所
の
対
応
は
十
分
か
。

答

相
互
の
情
報
交
換
を
密
に
し
、

防
災
対
策
を
推
進
し
て
い
き
た

い
。
福
祉
避
難
所
に
つ
い
て
は
、

応
援
協
定
を
締
結
し
て
い
る
施

設
管
理
者
と
連
携
し
、
平
常
時

か
ら
施
設
の
利
用
方
法
の
確
認

等
を
実
施
し
て
い
る
。

財
源
確
保
に
つ
い
て

問
　

財
源
確
保
と
雇
用
の
創
出
の

た
め
、
企
業
誘
致
や
訪
問
、
ま

た
工
業
団
地
の
対
策
は
十
分
か
。

答

企
業
誘
致
は
、
市
長
自
身
の

企
業
訪
問
や
県
と
の
連
携
を
深

め
る
な
ど
、
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。
工
業
団
地
に
つ

い
て
は
、
山
科
東
工
業
団
地
を

整
備
し
、
豊
沢
地
区
や
小
笠
山

地
区
に
つ
い
て
の
可
能
性
調
査

を
進
め
て
い
き
た
い
。

中央子育て支援センターのちびっこフロアー　　

山科東工業団地造成予定地

佐
藤
省
二
議
員

芝
田
　
二
議
員
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商
業
振
興

問
　

中
心
市
街
地
空
き
店
舗
対
策

事
業
補
助
金
が
予
算
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
現
在
、
対
象
事
業

が
な
く
、
宙
に
浮
い
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ら
れ
る
。
現
状
は
。

答

事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

昨
年
度
か
ら
の
問
題
点
を
整
理

し
、
商
工
会
議
所
や
駅
前
商
店

街
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

応
募
者
の
確
保
に
努
め
、
中
心

市
街
地
活
性
化
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
静
岡

問
　

市
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
が
全
く
不
足

し
て
い
る
と
思
う
が
、
そ
の
啓

発
は
。

答

広
報
ふ
く
ろ
い
等
で
も
Ｐ
Ｒ

に
努
め
て
き
た
が
、
今
後
も
、

横
断
幕
や
懸
垂
幕
を
順
次
設
置

す
る
な
ど
市
民
へ
の
啓
発
に
積

極
的
に
努
め
、
お
も
て
な
し
精

神
に
あ
ふ
れ
た
楽
し
い
大
会
を

目
指
し
て
い
き
た
い
。

病
院
経
営

問
　

医
師
の
安
定
的
確
保
に
ど
の

よ
う
に
努
力
さ
れ
て
い
る
か
。

答

関
係
機
関
等
へ
医
師
の
派
遣

を
強
く
要
請
す
る
と
と
も
に
、

国
や
県
に
対
し
て
も
根
本
的
な

解
決
に
向
け
努
力
し
て
も
ら
う

よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。
引
き

続
き
必
要
な
医
師
が
確
保
で
き

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

戸
塚
文
彦
議
員

浅
羽
支
所
に
つ
い
て

問
　

四
月
よ
り
組
織
・
人
員
と
も

大
幅
に
縮
小
さ
れ
た
。
こ
れ
ま

で
も
支
所
の
機
能
を
十
分
に
果

た
し
て
い
ず
、
支
所
ら
し
く
機

能
と
権
限
を
強
化
す
べ
き
で
は
。

答

行
政
運
営
の
効
率
化
を
図
り

つ
つ
、
地
域
の
振
興
や
特
性
に

応
じ
た
施
策
が
実
施
し
や
す
い

体
制
づ
く
り
に
努
め
た
い
。

臨
時
職
員
に
つ
い
て

問
　

何
年
も
臨
時
職
員
と
い
う
こ

と
は
あ
り
得
な
い
。
賃
金
や
労

働
条
件
な
ど
待
遇
の
改
善
を
。

答

臨
時
職
員
の
任
用
に
つ
い
て

は
、
合
併
時
に
勤
務
条
件
を
決

定
し
た
。
賃
金
は
、
近
隣
市
と

比
較
し
て
も
特
に
低
い
も
の
で

は
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

就
学
援
助
に
つ
い
て

問
　

就
学
援
助
受
給
者
が
、全
国
平

均
で
八
人
に
一
人
だ
が
、市
は
二

十
九
人
に
一
人
と
極
め
て
少
な

い
。誰
で
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
基

準
の
明
確
化
、民
生
委
員
の
意
見

の
廃
止
、
制
度
の
周
知
徹
底
を
。

答

他
市
の
状
況
等
も
踏
ま
え
、
基

準
と
な
る
要
領
等
を
整
備
し
た
い
。

民
生
委
員
の
意
見
は
、
適
性
な
認

定
の
た
め
に
真
に
必
要
な
場
合
に
、

直
接
お
聴
き
す
る
。
制
度
に
つ
い

て
は
一
層
の
周
知
に
努
め
た
い
。

浅
田
二
郎
議
員

昨年、チャレンジショップ「ふくろい街のえき」を開いた店舗（左端）

浅羽支所



教
育
基
本
法
の
改
定

問
　

現
基
本
法
は
、「
大
日
本
帝
国

憲
法
」「
教
育
勅
語
」
が
第
二
次

大
戦
に
お
け
る
多
大
な
犠
牲
を

招
い
た
原
因
に
な
っ
た
こ
と
へ

の
痛
切
な
反
省
に
立
っ
た
画
期

的
な
も
の
で
、
現
憲
法
と
と
も

に
厳
正
に
堅
持
さ
れ
る
べ
き
も

の
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答

今
回
の
改
正
は
、
現
基
本
法

の
普
遍
的
な
理
念
は
変
え
る
こ

と
な
く
、
新
た
に
必
要
な
も
の

が
加
わ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

問
　

袋
井
市
の
現
状
か
ら
、
推
進

諸
者
が
言
う
よ
う
に
、
学
力
の

低
下
、
少
年
非
行
増
、
学
校
の

荒
れ
等
の
マ
イ
ナ
ス
現
象
を
現

基
本
法
に
八
つ
当
た
り
的
に
関

係
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

答

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
絡
み
合

っ
て
い
る
た
め
、
現
基
本
法
に

直
接
の
原
因
を
求
め
る
こ
と
は

難
し
い
が
、
カ
バ
ー
し
き
れ
な

い
要
因
が
生
じ
て
い
る
こ
と
は

事
実
で
あ
る
。

地
域
問
題
に
つ
い
て

問
　

小
野
田
八
号
線
改
良
の
残
部

の
実
行
、山
田
川
砂
防
堰
堤
、
小

笠
沢
川
、
法
多
沢
川
の
浚
渫
促

進
の
県
へ
の
働
き
か
け
強
化
を
。

答

小
野
田
八
号
線
の
残
部
は
、

地
権
者
の
同
意
、
協
力
が
得
ら

れ
次
第
、
事
業
化
し
、
山
田
川

の
砂
防
堰
堤
、
小
笠
沢
川
と
法

多
沢
川
の
浚
渫
は
、
県
に
対
し

て
強
く
要
望
し
て
い
き
た
い
。
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広
岡
宥
樹
議
員

総
合
公
園
に
つ
い
て

問
　

袋
井
市（
旧
）総
合
運
動
公
園

建
設
予
定
地
（
村
松
地
内
）
に
、

市
民
霊
園
を
初
め
、
市
民
会
館
、

体
育
館
、
資
料
館
・
博
物
館
等

一
体
的
に
集
中
さ
せ
、
総
合
公

園
と
し
て
整
備
で
き
な
い
か
。

答

現
在
策
定
を
進
め
て
い
る
総

合
計
画
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
整
備
の
方
向
性
に
つ
い
て

明
確
に
で
き
る
よ
う
検
討
す
る

と
と
も
に
、
適
切
な
配
置
に
つ

い
て
の
判
断
を
し
た
い
。

駐
車
場
不
足
に
つ
い
て

問
　

袋
井
北
公
民
館
、
袋
井
北
小

学
校
、
市
民
体
育
館
の
駐
車
場

不
足
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答

袋
井
北
公
民
館
で
は
、
幼
稚

園
の
駐
車
場
利
用
や
Ｊ
Ａ
等
の

駐
車
場
を
お
借
り
し
対
応
し
て

い
る
。
袋
井
北
小
学
校
は
、
校

舎
の
増
設
と
あ
わ
せ
、
検
討
し

た
い
。
市
民
体
育
館
は
、
建
て

か
え
を
検
討
す
る
時
期
で
あ
る

の
で
、
当
面
は
、
現
在
の
駐
車

場
で
対
応
し
た
い
。

県
人
会
設
立
に
つ
い
て

問
　

県
人
会
の
存
在
を
知
ら
し
め

る
た
め
、
広
報
紙
に
よ
る
Ｐ
Ｒ

等
の
支
援
が
で
き
な
い
か
。

答

協
働
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

「
ふ
ら
っ
と
」
の
活
用
や
公
共
施

設
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
、
ま
た
、

「
広
報
ふ
く
ろ
い
」
を
通
じ
て
も

紹
介
し
た
い
。

村
松
　
尚
議
員

赤尾橋から見た小笠沢川の様子

袋井北公民館の駐車場
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環
境
問
題

問
　

新
ご
み
焼
却
施
設
完
成
に
あ

わ
せ
て
、
ご
み
分
別
の
見
直
し

は
あ
る
か
。

答

施
設
の
処
理
能
力
や
資
源
の

有
効
活
用
、
収
集
及
び
運
搬
の

効
率
性
、
さ
ら
に
は
市
民
の
作

業
量
も
考
慮
し
、
検
討
し
た
い
。

教
育
問
題

問
　

国
が
実
施
予
定
の
「
全
国
的

な
学
力
調
査
」
を
ど
の
よ
う
に

と
ら
え
て
い
る
か
。

答

本
市
で
は
、
来
年
度
よ
り
実

施
す
る
計
画
。
本
調
査
に
よ
り
、

一
層
客
観
的
な
評
価
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
、
教
員
に
よ

る
学
習
指
導
の
改
善
点
や
教
育

条
件
整
備
の
視
点
が
明
確
に
な

る
こ
と
な
ど
が
期
待
さ
れ
る
。

子
供
た
ち
の
確
か
な
学
力
育
成

の
た
め
に
有
効
活
用
し
た
い
。

問
　

中
教
審
外
国
語
専
門
部
会
の

「
小
学
校
で
の
英
語
教
育
必
修

化
」
の
提
言
を
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
て
い
る
か
。

答

英
語
の
必
修
化
に
は
、
専
門

家
や
教
育
関
係
者
の
中
で
も
賛

否
両
論
が
あ
る
。
仮
に
、
将
来

的
に
必
修
化
さ
れ
た
場
合
は
、

英
語
の
み
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
国
語
教
育
と
の
関
連
な

ど
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
子
供
た

ち
に
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
を
は
ぐ
く
む
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。

高
橋
美
博
議
員

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
跡
地
を

墓
地
公
園
に

問
　

中
軸
都
市
を
目
指
し
て
い
る

袋
井
市
で
は
、
新
し
い
世
帯
が

ふ
え
て
い
る
。
宗
派
の
縛
り
が

な
い
公
設
の
墓
地
が
必
要
で
は

な
い
か
。

答

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
解
体
後

の
跡
地
に
つ
い
て
は
、
墓
地
公

園
の
候
補
地
の
一
つ
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
隣
接
地
に
建
設

を
進
め
て
い
る
公
園
の
完
成
後

の
利
活
用
状
況
も
踏
ま
え
な
が

ら
、
今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
検
討
し
た
い
。

悪
臭
は
な
く
な
る
の
か

問
　

我
々
は
、
悪
臭
環
境
の
被
害

者
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
臭

気
指
数
制
度
を
い
つ
か
ら
取
り

入
れ
る
の
か
。
ま
た
、
臭
気
指

数
の
設
定
を
ど
の
く
ら
い
と
す

る
の
か
。

答

現
在
は
、
特
定
悪
臭
物
質
の

物
質
濃
度
に
よ
り
規
制
を
し
て

い
る
。
来
年
４
月
か
ら
は
、
人

間
の
臭
覚
を
用
い
て
、
に
お
い

の
程
度
を
判
断
す
る
臭
気
指
数

規
制
を
導
入
し
、
悪
臭
へ
の
対

応
を
図
る
。
専
門
家
の
ア
ド
バ

イ
ス
や
全
国
で
の
規
制
の
状
況

等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
指
数

13
を
考
え
て
い
る
。
指
数
13
は
、

悪
臭
苦
情
が
全
く
な
い
状
態
で

は
な
い
が
、
市
民
が
許
容
す
る

範
囲
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

寺
井
雄
二
議
員

新ごみ焼却施設建設地（南東方面より望む）

平成19年度まで稼働予定のクリーンセンター
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農
業
問
題

問
　

流
域
森
林
資
源
の
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
構
築
の
考
え
は
。

答

県
を
中
心
に
、
県
西
部
山
間

地
の
森
林
資
源
活
用
に
向
け
た

検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
本

市
も
、
構
成
員
の
一
員
と
し
て

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
、

促
進
し
た
い
。

合
　
併

問
　

県
市
町
村
合
併
推
進
審
議
会

の
答
申
を
受
け
、
合
併
新
法
期

限
に
向
け
た
県
の
指
導
が
強
ま

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
合
併

の
再
度
の
考
え
は
。

答

相
手
の
意
向
が
第
一
と
考
え
、

相
手
の
意
向
が
固
ま
っ
た
後
に
、

議
会
や
市
民
の
御
意
見
も
伺
い

な
が
ら
取
り
組
む
。

公
園
設
置

問
　

大
日
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場
や
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
周
辺

整
備
で
の
公
園
設
置
は
、
地
理

的
面
か
ら
明
確
な
設
置
目
的
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答

大
日
処
分
場
周
辺
は
、
市
民

の
交
流
や
健
康
増
進
を
図
り
な

が
ら
、
子
供
た
ち
の
冒
険
心
や

自
然
を
愛
す
る
心
を
は
ぐ
く
む

公
園
と
な
る
よ
う
計
画
し
て
い

る
。
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
周
辺

に
つ
い
て
も
、
公
園
が
担
う
機

能
や
特
徴
に
つ
い
て
、
地
元
を

初
め
広
く
御
意
見
を
い
た
だ
く

中
で
目
的
を
明
確
に
す
る
。

永
田
勝
美
議
員

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

つ
い
て

問
　

合
併
一
年
後
、
浅
羽
地
区
各

小
学
校
の
指
導
員
六
名
の
一
斉

辞
職
は
、
何
が
問
題
だ
っ
た
の

か
。

答

個
人
的
な
事
情
に
よ
る
も
の

と
伺
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
退

職
し
た
指
導
員
の
補
充
の
た
め

に
新
た
な
指
導
員
を
採
用
し
、

保
育
に
支
障
の
な
い
よ
う
に
運

営
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

(

仮
称)

地
域
交
流
プ
ラ
ザ
に

つ
い
て

問
　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度

で
の
地
元
説
明
会
や
公
聴
会
は
、

ど
の
よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い
る

の
か
。

答

こ
の
施
設
は
、
公
聴
会
を
開

催
す
る
必
要
の
あ
る
都
市
計
画

法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
都
市
施

設
に
は
該
当
し
な
い
た
め
、
公

聴
会
の
開
催
は
計
画
し
て
い
な

い
。し

か
し
、
こ
れ
ま
で
も
南
部

地
域
の
皆
様
の
ご
意
見
を
伺
う

機
会
と
し
て
、
浅
羽
地
区
地
域

審
議
会
に
お
い
て
ご
意
見
を
伺

っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今

後
も
地
元
説
明
会
を
開
催
し
、

御
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め

た
い
。

竹
原
和
義
議
員

木材の残材を利用した固形燃料「木質ペレット」
（大きさは鉛筆を参考）

浅羽地区地域審議会の様子
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防
災
対
策

問
　

避
難
行
動
へ
の
負
担
軽
減
に

向
け
、
民
間
施
設
を
活
用
し
た

一
時
避
難
場
所
の
確
保
の
考
え

は
。

答

災
害
時
に
人
的
、
物
的
な
協

力
を
し
て
い
た
だ
け
る
防
災
協

力
事
業
所
の
調
査
を
進
め
て
お

り
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
避
難
で
き
る
施
設
を
一
時
避

難
所
と
し
て
登
録
し
て
い
き
た

い
。

問
　

災
害
時
に
お
け
る
消
防
団
Ｏ

Ｂ
の
防
災
隊
長
へ
の
登
用
推
進

の
考
え
は
。

答

地
域
防
災
指
導
員
な
ど
に
は
、

消
防
団
経
験
者
が
活
躍
さ
れ
、

培
っ
て
き
た
知
識
や
経
験
を
生

か
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
今

後
も
自
主
防
災
活
動
へ
の
取
り

組
み
を
お
願
い
し
て
い
き
た
い
。

病
院
問
題

問
　

患
者
さ
ん
の
人
生
と
亡
く
な

ら
れ
た
後
に
残
さ
れ
た
家
族
皆

様
方
の
気
持
ち
、
姿
を
よ
り
良

い
も
の
に
す
る
た
め
の
、
取
り

組
み
に
つ
い
て

答

倫
理
教
育
を
初
め
研
修
会
や

講
習
会
を
と
お
し
て
職
員
の
資

質
向
上
を
図
り
、
よ
り
温
か
く
、

安
心
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
心

が
け
た
い
。

木
清
隆
議
員

市
税
に
つ
い
て

問
　

軽
自
動
車
税
納
期
内
収
納
率

は
ど
う
か
。
ま
た
、
収
納
率
向

上
の
た
め
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の
収

納
の
考
え
は
。

答

五
月
三
十
一
日
の
納
期
限
内

収
納
率
は
76
・
5
％
と
な
っ
て

い
る
。
コ
ン
ビ
ニ
で
の
収
納
に

つ
い
て
は
、
電
気
料
金
や
電
話

料
金
な
ど
の
支
払
が
で
き
る
た

め
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、
県
内

の
動
向
や
費
用
対
効
果
な
ど
調

査
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

都
市
計
画
税
に
つ
い
て

問
　

合
併
五
年
度
後
、
都
市
計
画

税
を
課
す
浅
羽
地
区
へ
の
対
応

に
つ
い
て

答

市
の
一
体
性
と
税
負
担
の
公

平
化
を
図
る
た
め
、
基
本
方
針

の
検
討
を
進
め
て
い
る
が
、
説

明
会
を
開
催
し
、
十
分
な
理
解

と
納
得
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め

た
い
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
つ
い
て

問
　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
開
局
に
向

け
、
対
象
地
区
へ
の
Ｐ
Ｒ
不
足

の
対
応
は
ど
う
か
。

答

事
業
内
容
が
十
分
理
解
さ
れ

る
よ
う
事
業
者
に
指
導
す
る
と

と
も
に
、
市
と
し
て
も
、
誤
解

の
な
い
よ
う
な
広
報
、
説
明
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。

伊
豫
田
貞
雄
議
員

看護士の研修会

12月開局予定のケーブルテレビパンフレット
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袋井市総合計画の基本構想の本文中
に「地域の力」ということばが出てく
る。「地域の力」を地域資源に限定し
たような表現としているが、「地域の
力」の意味は。

地域には、それぞれの単位や大きさがありますが、

地域にある産業の力を初め、自然や歴史、伝統文化

などの地域資源を、基本構想の中では「地域の力」

と位置づけています。

今回、浅羽中学校屋内運動場改築工
事契約の業者選定において、市外の
業者が入札に参加しているがなぜか。

価格が1億5千万円以上の工事は、指名競争入札で

はなく制限付き一般競争入札となります。今回は、

入札参加資格として静岡県の経営事項審査結果の総

合数値が800点以上の業者を対象としました。この

ため、袋井土木事務所管内から広く応募していただ

き入札しました。

総務文教委員会のリポート

改築が行われる浅羽中学校の屋内運動場敷地

農
政
環
境

問
　

「
袋
井
市
明
日
の
水
田
農
業

を
考
え
る
会
」
が
発
足
し
た
が
、

農
業
経
営
の
あ
り
方
や
転
作
農

家
へ
の
支
援
対
策
な
ど
市
農
政

へ
の
反
映
は
。

答

本
市
の
水
田
農
業
の
あ
り
方
、

米
の
生
産
調
整
の
助
成
制
度
、

支
援
策
等
を
検
討
す
る
た
め
設

立
さ
れ
た
「
袋
井
市
明
日
の
水

田
農
業
を
考
え
る
会
」
の
検
討

結
果
を
踏
ま
え
、
農
業
委
員
会

に
諮
問
し
た
上
で
、
本
市
の
目

指
す
水
田
農
業
の
方
針
を
確
立

し
て
い
き
た
い
。

問
　

農
地
を
集
積
・
集
団
化
し
、

農
業
経
営
安
定
化
、
大
型
機
械

利
用
、
就
農
者
に
魅
力
を
も
た

せ
る
方
向
性
は
。

答

県
下
で
も
第
三
位
の
高
い
集

積
面
積
を
誇
っ
て
お
り
、
な
お

一
層
の
農
地
利
用
集
積
を
推
進

し
、
意
欲
あ
る
担
い
手
農
業
者

の
規
模
拡
大
を
支
援
し
て
い
き

た
い
。

問
　

耕
畜
連
携
で
、
小
麦
・
大

豆
・
お
茶
・
野
菜
等
の
堆
肥
利

用
へ
の
支
援
は
。

答

安
全
・
安
心
志
向
が
高
ま
る

中
、
有
機
肥
料
の
利
用
は
消
費

者
の
関
心
も
高
く
、
畜
産
農
家

や
耕
作
農
家
に
も
一
層
の
御
理

解
を
い
た
だ
き
、
有
機
肥
料
の

活
用
を
図
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。

戸
塚
　
和
議
員

麦刈りの様子
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旧市町が策定していた都市計画マス
タープランの地域割は公民館単位の
13地域だったが、新たなマスタープ
ランでは5地域とするのはなぜか。

今後の都市計画を考えていく上で、一定の広域性

をもたせた中でのつながりが必要と考えています。

地域資源等も考慮しながら、生活圏を重視し、関

係のある地域をひとつのまとまりとし、北部、中央

北、中央、中央南、南部の5地域といたしました。

今回の松橋川流域治水調査結果を地
域住民に広くお知らせし、現状を把
握していただくことが必要と思うが
どうか。

治水対策を進めるには、地域住民の皆様のご協力

が必要不可欠です。現状を認識していただけるよう

PRに努めるとともに、ご協力をお願いしていきた

いと考えています。

建設経済委員会のリポート

民生福祉委員会のリポート

現在の松橋川（にいけ工業団地西側）

袋井市まちを美しくする条例の市民向
けＰＲを、どのような形で行うのか。

いかに市民に周知をし、知っていただくかという

ことが大切です。このため、イラストなどを使った

わかりやすいパンフレット等を作成し、ＰＲに力を

注ぐとともに、市民が環境保全に取り組むための目

標、例えば、ごみ削減の目標値等もできる限りお示

しします。

消防ポンプ自動車の入札が不調で、
随意契約となった。随意契約とする
場合の基準は。

入札が不調であった場合、基本的には、入札指名

業者の入れかえをし、再入札します。本件に係る入

札の指名業者は、県内の取扱業者でした。緊急を要

する車輌であり、アフターサービスを考えた場合、

県内業者から購入したいということで、最低入札価

格者との随意契約としました。

昨年、貸与された浅羽方面隊第4分団の消防ポンプ車
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9月定例会のお知らせ 

あなたも議会を傍聴してみませんか 
　当日、受付をしますので、市役所5階の議会事務局
までお越しください。 
　また、議場のバリアフリー化を目指し、段差解消機及
び車イス優先の傍聴スペースを設置しました。 
　耳の不自由な方に対しても、赤外線補聴システムを
利用した3種類の補聴器（各種類3個まで）を用意し
ております。 

市議会定例会のライブ中継を 
行っています 

市議会定例会のライブ中継を 
行っています 

　より開かれた市議会を目指し、定例会、臨時会のラ
イブ中継がホームページにてご覧になれます。また、
市議会の各情報も提供しておりますので、ぜひご覧く
ださい。 

9月市議会定例会は次のとおり行う予定です。 

●場所 市役所5階議場または各委員会室 

●時間 午前9時から 
 （最終日については、午後1時30分からを 
  予定しています。） 

●日程 9月 5日（火） 開会、議案の説明 
  11日（月） 市政に対する一般質問 
  12日（火） 市政に対する一般質問 
  13日（水） 市政に対する一般質問 
  14日（木） 議案の審査（常任委員会） 
  15日（金） 議案の審査（常任委員会） 
  25日（月） 委員長報告～採決、閉会 

◆アドレス◆ 
http：//ｗｗｗ．ｃｉｔｙ．ｆｕｋｕｒｏｉ．ｓｈｉｚｕｏｋａ．ｊｐ/ 

（このアドレスは袋井市のホームページアドレスです。
市のホームページの中に市議会情報があります。） 

◆各情報◆ 
・市議会議員名簿 ・市議会だより（ＰＤＦ版） 
・市議会定例会の日程 ・本会議会議録 

　6月定例会は、湿りがちな梅雨空とは対
照的に、活発な議論が交わされました。 
　今定例会の議会活動をわかりやすく、見
やすく、読みやすくを心がけ、広報委員一同
で紙面をつくりました。 
　今後とも市民の皆様に一目でわかる紙
面づくりに努力いたします。 

全国市議会議長会の表彰 
　去る5月24日、東京日比谷公会
堂において、第82回全国市議会議
長会定期総会が開催され、永年勤
続議員に表彰状が贈呈されました。 
　本市議会では伊豫田貞雄議員
が議員在職10年以上により表彰
を受けました。 

意 見 書  

◆出資法及び貸金業規制法の改正を求める
意見書（要旨） 

　現在、出資法の上限金利は、年29.2％であり、ほと
んどの貸金業者等がこの出資法の上限金利で営業
している。これは、貸金業規制法のいわゆる「みな
し弁済規定」により、利息制限法に定められている
貸し出し上限利率（年15～20％）を上回る金利で
の貸し付けが容認されているからである。 
　厳しい経済情勢の中で、市民が安心して生活でき
る消費者信用市場の確立と多重債務問題の抜本的
解決のため、少なくとも出資法の上限金利を利息制
限法の制限金利まで引き下げる必要がある。 
　国においては、適正な金利規制がなされるよう、
次の法改正を強く要望する。 

1　出資法第5条の上限金利を、利息制限法第1条
の制限金利まで引き下げること。 

2　貸金業規制法第43条のいわゆる「みなし弁済」
規定を撤廃すること。 

3　出資法における、日賦貸金業者及び電話担保金
融に対する特例金利を廃止すること。 

衆・参議院議長他あてに提出しました。 


